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(方法) 生後 1 2 日の羽st ar 系雌雄ラットを用い，ペントパルビタール麻酔下( 60 旬Vky， i . p.) 4 ~ぢ
パラホノレムアルデヒド・りん酸緩衝液による濯流固定後，嘆球及び嘆上皮を取り出し， 2 0μm の凍結切
片を作成した。一部は嘆球と嘆上皮の詳細なアトラスを作るため Nissl 染色を施し，その隣接切片を，抗
hPAX -P2 抗体により， Texas red 蛍光法及びPAP 法を用いた免疫組織化学に供した。乙の抗体は，
NADPH-cyt P-450 reductase を除去後の aromatase -cyt P -450 含有ヒト胎盤抗原X-P2










乙れら陽性細胞は，鼻腔の最後端Iと位置する各小洞 (SC 1-7 )，特に SC 5-7 の後部背側嘆上皮に多く
分布し，そのうち SC7 には約 30- 405ぢが集中していた。しかし hPAX-P 2 陽性受容細胞は鼻中隔
や鼻甲介など他の嘆上皮にも散在しており，その分布は比較的広範囲に及んでいた。いずれの部位でも多
くの陽性細飽は陰性細胞と燐り合わせに混在し モザイクを成していた。乙ういった分布様式は雌雄聞に































ェン合成に関連する hPAX-P 2 が羊水中の晴乳行動刺激因子と羊水-胎盤系及び乙の一次嘆覚系で密
接に関わるならば，二つの系に共通の未知なる代謝の連関が存在する事になり興味深い。以上，乙の研究
分野での本研究の独創性と重要性は，学位の授与に値すると考えられる。
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